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上尾伊奈ごみ広域処理施設整備 住民説明会 議事録 

 

日   時 令和７年１月２５日（土）１０：００～１１：３０ 

場   所 中平塚自治会館 

住民参加者 ２９名 

事 務 局 

上尾伊奈資源循環組合 
局長 

施設担当 

上尾市 

環境政策課 
課長 

環境政策担当 

都市計画課 都市計画担当 

道路河川課 道路建設東担当 街路整備担当 

伊奈町 環境対策課 廃棄物対策係 
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組合 

 

 

 

 

 

 

１．開会 

 

定刻となりましたので、上尾伊奈ごみ広域処理施設整備に関する住

民説明会を始めさせていただきます。本日の司会を務めます上尾伊奈

資源循環組合の吉野と申します。宜しくお願いいたします。 

本日は上尾市より都市計画道路上尾伊奈線についての説明が追加と

なっております。 

はじめに本日の配付資料を確認いたします。 

①説明会次第 

②上尾伊奈ごみ広域処理施設整備に関する住民説明会説明資料 

③周辺道路混雑への影響回避策 

④都市計画道路上尾伊奈線について 

以上、４点でございます。配布漏れがございましたら、挙手にてお

知らせください。 

 

２．あいさつ 

 

それでは、説明会を開会いたします。上尾伊奈資源循環組合を代表

いたしまして、局長の林田よりご挨拶申し上げます。 

 

皆様、おはようございます。上尾伊奈資源循環組合局長の林田と申

します。本日はお忙しい中、上尾伊奈ごみ広域処理施設整備に関する

住民説明会に御参加いただき誠にありがとうございます。また、日頃

より上尾伊奈ごみ処理広域化に当たりましてご理解ご協力を賜り感謝

申し上げます。 

前回、上平公民館で住民説明会を実施させていただきましたが、皆

様のお住まいの近くの方がいいというようなご要望がございましたの
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司会 

 

 

組合 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンサル 

 

 

 

上尾市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

で、今回この中平塚自治会館をお借りして開催させていただいており

ます。 

さて、上尾市と伊奈町では、ごみ処理施設の老朽化が進みまして、

市町が一緒になってごみ処理場を建設するということになりました。  

上尾伊奈資源循環組合は、その新たなごみ処理施設の建設運営を担

う一部事務組合でございまして、令和５年の４月に設立いたしまし

た。現在、令和１５年度の運用開始に向けて、基本計画の策定、それ

から環境影響評価の実施などの準備を進めているところでございま

す。 

本日は上尾伊奈広域ごみ処理施設の整備状況につきまして説明させ

ていただき、加えて上尾市の都市計画課、道路河川課から、都市計画

道路上尾伊奈線についての説明もあわせてございます。本日は中平塚

地区の皆様方から、ご意見やご心配のお声をお聞きできたらと思って

おり、短い時間ですがよろしくお願いいたします。 

 

３．職員紹介 

 

 次に職員紹介を行います。組合、上尾市、伊奈町の順番に自己紹介

形式にて進めさせていただきます。 

 

上尾伊奈資源循環組合局長の林田と申します。よろしくお願いいた

します。 

 

上尾伊奈資源循環組合事務局の池田と申します。よろしくお願いい

たします。 

 

上尾伊奈資源循環組合事務局の須藤と申します。よろしくお願いい

たします。 

 

今回のごみ処理施設整備に関しての計画策定支援をしているパシ

フィックコンサルタンツの高橋と申します。よろしくお願いいたしま

す。 

 

上尾市環境政策課長の大竹と申します。よろしくお願いいたしま

す。 

 

上尾市環境政策課の櫻井と申します。よろしくお願いいたします。 

 

上尾市都市計画課の甲谷と申します。よろしくお願いいたします。 

 

上尾市道路河川課の大渡と申します。よろしくお願いいたします。 

 

上尾市道路河川課の小野田と申します。よろしくお願いいたしま

す。 
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伊奈町環境対策課の齋藤と申します。よろしくお願いいたします。 

 

改めまして、上尾伊奈資源循環組合の吉野と申します。よろしくお

願いいたします。 

本日の会議録は，後日まとめたものを組合ＨＰに公開させていただ

きます。記録として，皆様の後方から写真を撮らせて頂きますが、HP

に掲載する際は，皆さんのお顔は分からないようにいたします。ご了

承願います。 

 

４．上尾伊奈ごみ広域処理施設整備について 

 

 それでは議案ごみ広域処理施設整備について説明いたします。 

 

上尾伊奈資源循環組合は、上尾市と伊奈町のごみの広域処理施設の

建設を進めるために上尾市と伊奈町により、令和５年４月に設立され

た一部事務組合で、令和１５年の供用開始に向けて施設建設の準備を

進めています。 

本組合では、新ごみ処理施設の整備方針等について、有識者や住民

代表、行政職員等で構成された諮問機関である「上尾伊奈資源循環組

合ごみ広域処理施設建設検討委員会」において調査・審議を重ねてお

りまして、本日は、今年度計画が具体化してきた内容について説明さ

せていただきます。 

１ページをご覧ください。 

まず始めに事業の目的ですが、現在の両市町のごみ処理施設であ

る、「上尾市西貝塚環境センター」「伊奈町クリーンセンター」は、稼

働開始から２０年以上が経過し、施設の老朽化が進んでいることから

後継施設の検討が必要となり、ごみ処理施設の集約化による持続可能

なごみ処理体制の構築の検討を進めることとなりました。 

新たなごみ処理施設の施設整備の基本方針としましては、令和６年

３月に策定した「上尾伊奈ごみ広域処理施設整備基本構想」におい

て、４つの基本方針として①環境にやさしい施設、②安全、安心で、

安定した施設、③地域に貢献し、住民に親しまれる施設、④経済性に

優れた施設を定め、施設整備を進めています。 

２ページをご覧ください。建設予定地の位置を説明します。 

位置は、北足立郡伊奈町大字小室地内となりまして、ホームセン

ターセキチューの南側となります。主要周辺道路は北側に県道さいた

ま菖蒲線、東側に町道第１０６号線、南側に計画中の都市計画道路上

尾伊奈線となっています。周辺概況としましては、伊奈町西部に位置

し、上尾市北東部と境界を接します。また、西側には原市沼川が流れ

ており、建設予定地とその周辺は農用地となっています。 

施設への主要な道路としましては、上尾市側からは、さいたま菖蒲

線やはなみずき通りを経て、計画中の都市計画道路上尾伊奈線からと

なります。伊奈町側からは、町道第１５号線を経て、計画中の都市計

画道路上尾伊奈線となります。上尾伊奈線はごみ処理施設の供用開始

前の開通を予定しています。 
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３ページをご覧ください。 

本ページ以降で、今年度具体化した施設整備計画について、ご説明

いたします。 

こちらは施設配置計画案となりますが、可燃物処理施設、不燃・粗

大ごみ処理施設、資源物処理施設、ストックヤードからなる工場棟

と、職員の事務室や見学受け入れを行う管理棟、駐車場、雨水調整池

等を整備する予定です。工場棟は圧迫感がないよう、民家からなるべ

く離れた位置となるように配置し、管理棟とは別棟としています。メ

インの出入口は、今後南側に建設される都市計画道路上尾伊奈線とな

ります。図では施設の下になり、工場棟へは A、管理棟へは B が出入

口となります。 

敷地内の車両の動線については、施設に来た車があふれ出て周辺道

路に影響をあたえないよう、待機車両動線となる搬入路は収集車用と

一般持ち込み車用を別々に１５０ｍ以上ずつ確保することとしていま

す。また、周辺道路の混雑に影響しないように、上尾市の収集車は図

の C から県道さいたま菖蒲線に左折で出られる動線を確保したいと考

えています。工場棟や管理棟の上の部分は、広場や公園など有効活用

できる空間を検討し、災害時には災害廃棄物の一時的な仮置場としま

す。 

４ページをご覧ください。 

工場棟内の施設の計画諸元について説明します。 

施設は、可燃ごみを処理する可燃物処理施設、不燃ごみ、粗大ごみ

を処理する不燃・粗大ごみ処理施設、缶類、ペットボトル類、ビン

類、プラスチック類を処理する資源物処理施設、民間事業者に資源化

を委託するものを一時保管するストックヤードからなります。 

各施設の処理能力は、新施設が稼働開始となる令和１５年度のごみ

の量から予測・算出しており、可燃物処理施設の規模は１日当たり１

８０トン、不燃・粗大ごみ処理施設は１日当たり２７．９トン、資源

物処理施設は、缶類、ペットボトル類、ビン類、プラスチック類を対

象に１日当たりの合計４４．６tとなっています。 

可燃物の処理方式は現時点では、焼却方式のストーカ式か、ストー

カ式と乾式メタン発酵を組み合わせたメタンコンバインド方式のどち

らかの方式から選定する予定です。 

ストーカ式とは、火格子と呼ばれる可動式の複数の板の隙間の下方

から暖かい空気を吹き込みながらごみを焼却させる方式で、他自治体

のごみ処理施設で最も多く採用されている主流機種であり、上尾市の

西貝塚環境センターや令和６年８月の見学会で視察した埼玉西部ク

リーンセンターもこの方式になります。 

乾式メタン発酵は、生ごみや紙類をメタン発酵させ、発生するメタ

ンガスを有効活用する方式で、先進的な技術となっており、関東圏で

は東京の町田市において導入されています。 

可燃物の処理方式は令和７年度中に決定する予定です。 

煙突の高さは景観上の観点をふまえ、５９ｍを予定しています。県

内において過去１０年以内に竣工した施設はほとんどが５９ｍとなっ

ております。 
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５ページをご覧ください。 

続いて、施設の公害防止自主基準値についてお示しします。 

公害に関する環境上の条件については、人の健康を保護し、生活環

境を保全する上で維持されることが望ましい「環境基準」が定められ

ております。このような環境基準を達成するため、またごみ処理施設

のもつ性質に合わせ、法令等で基準値が定められております。 

ごみを燃やすとごみは灰とガスになりますが、ガスに含まれる大気

汚染物質としては、ばいじん、硫黄酸化物、窒素酸化物、塩化水素、

ダイオキシン類があります。 

排ガスの公害防止基準値については、上尾市と伊奈町の現存施設や

近年の県内事例を参考に、近隣にお住いの方々に安心していただける

よう、可能な限り法令等の基準値よりさらに厳しい基準値を設定して

います。 

騒音、振動、悪臭につきましても、両市町が該当する区域の法令等

基準値に基づき、敷地境界等における法令等基準値を公害防止基準値

と記載のとおり設定しております。 

６ページをご覧ください。 

続いて、給水、排水計画について説明します。 

給水については、生活用水、プラント用水とも水道水を予定してい

ます。資料では、給水を上水または井水と記載しておりますが、令和

７年１月２２日に開催された建設検討委員会にて水道水のみの利用を

決定したところです。 

排水については、生活系排水、プラント系排水共に、下水道放流ま

たは完全クローズドという公共用水域への排水を行わない方式のどち

らかを採用する予定です。どちらが採用されても、原市沼川など周辺

の水域に影響を及ばさない排水方式とします。 

また、プラント系排水については排水量をなるべく減らすよう、場

内で再利用します。 

続いて、ごみの受付時間・受付日について説明します。受付時間・

受付日については、原則として、平日の月曜日から金曜日の８時～１

６時３０分としていますが、米印で注意書きがありますように、現時

点では最大幅で設定しております。今後、上尾市・伊奈町の各ごみ

量、車両搬入台数及び皆様にご心配いただいている周辺道路の混雑時

間帯の把握を行い、両市町と調整の上、詳細を決定します。 

７ページをご覧ください。 

組合が実施中の事業である、環境影響評価現地調査についてご説明

します。 

ごみ処理施設整備に当たっては、施設建設での周辺環境への影響を

低減できるよう、事前に建設予定地周辺の状況を把握し、工事着手前

に影響を予測評価することが定められています。この手続きを環境影

響評価といいます。 

令和６年の１０月に環境影響評価調査の計画を発表し、住民説明会

を開催、その後、順次、現地調査を開始しております。 

左上の写真はセキチューの交差点の南側の畑の風景です。風向風速

計を設置し気象の観測を行っていますが、この調査は１年間連続して
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行います。この他にも、大気質調査では、建設予定地内や周辺の公園

などで法規制されている化学物質の濃度を測定します。春夏秋冬の季

節ごと調査を行います。動植物の調査では、建設予定地やその周辺の

田畑や山林などに生息する動物や植物を把握するため、調査員による

現地踏査等の調査を行います。 

近隣の皆さまにご迷惑をおかけしないよう、細心の注意を払って調

査を行います。ご理解・ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

なお、環境影響評価調査計画書については、組合 HP や伊奈町 HP で

閲覧できます。イコス上尾にある組合事務所では、冊子による閲覧も

可能ですので、ご希望がございましたら、お問い合わせください。 

８ページをご覧ください。事業スケジュールを説明します。 

現在は、施設整備基本計画を令和７年度中の策定に向けて検討して

おります。環境影響評価は、都市計画決定を行う伊奈町と協力し、令

和８年度の事業の完了を目指して進めており、都市計画決定は令和８

年度末となる見込みです。令和９、１０年度には建設予定地の用地取

得を行います。設計・建設工事については、令和６年７月の上平公民

館での説明会では、令和９年度から事業者選定を行い、令和１１年度

から設計工事着手とお話ししましたが、働き方改革による週休２日制

の導入等を考慮すると、令和１５年度に供用開始するには工事期間を

十分確保する必要があることから、事業者選定と設計建設工事着手を

前倒しすることで事業を進めることといたしました。なお、今後の進

捗状況により、変更が生じた場合は、その都度説明をさせていただき

ます。 

質疑に入る前に「周辺道路混雑への影響回避策」についても説明さ

せていただきます。周辺道路の混雑の影響回避策の資料をご覧くださ

い。 

前回の住民説明会や環境影響評価調査計画書に対する意見などで道

路渋滞に対するご心配の声を多くいただいております。 

組合の施設整備としてできることとしましては、①のように、現在

進めている回避策として３つございます。 

一つ目に、収集車と一般持込車の搬入路を分けること。こちらは一

般持込車は本人確認などの手続きで時間を要することから、分けるこ

とによりスムーズ化を図りたいと考えているものです。 

二つ目に搬入路をそれぞれ１５０ｍ以上確保すること。 

三つ目に上尾市収集車はさいたま菖蒲線に左折アウトすることを考

えております。 

次に②として、伊奈町や上尾市、警察などの関係機関と協議が必要

な回避策ですが、検討をはじめている内容についてお話しします。 

一つ目に一般持込車の事前予約制の導入です。一般持込車がある時

間帯に集中してくることにより、周辺道路の混雑の影響を与えること

が考えられるため、電話やネットからの事前予約制を導入し、一般持

込みの時間帯を分散させることができると考えております。 

二つ目に施設入口の上尾伊奈線に右折帯を設置することです。伊奈

町側から施設に来る車両がなかなか右折できず道路の渋滞が発生して

しまう状況が回避できる可能性があると考えております。 
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このような対策を検討し、住民の皆様になるべくご迷惑をかけない

よう、検討を重ねながら施設整備に取り組んでまいりたいと考えてお

りますが、事前予約制などは、利便性の観点からも賛否の分かれると

ころであると思いますので、施設整備の計画としてご説明した内容に

加えて、これらの周辺道路混雑回避策につきましても、地元の方のご

意見やご要望を頂戴したいと思っています。 

次に、上尾市西貝塚環境センターの搬入状況について説明します。 

上尾市西貝塚環境センターのごみ収集車や一般持込車の搬入状況を

調査いたしました。 

搬入時間ですが、平日の月曜日から金曜日の午前は８時４５分から

１１時３０分まで、昼休憩をはさみまして、午後は１時から４時１５

分までです。なお、祝日のみ午前中の搬入が可能となっており、土日

は休みです。 

こちらの地図は上尾市のごみ収集区域図となっており、ごみ量の多

い可燃ごみの収集日は、赤、緑の地域は月曜日と木曜日、紫、黄の地

域は火曜日と金曜日となります。水曜日は、缶類、金属・陶器、紙

類・布類などの収集日です。 

次のページをお開きください。 

上尾市西貝塚環境センターにおける時間別搬入車両台数を調査しま

したので報告します。こちらのグラフは、令和６年１２月２日月曜日

から１２月５日金曜日までの１週間の時間別搬入台数で、１５分ごと

の平均台数です。収集車と一般持込車を合わせた台数となっていま

す。 

朝８時４５分から１０時４５分までは１５分当たり１０台前後の搬

入となっており、１分間に１台来るような感じとなっています。ピー

クはお昼前の時間帯で１５分当たり２０台を超えています。午後は、

１時台をピークに減少傾向にあり、２時を過ぎますと１５分当たり１

０台前後の搬入となります。 

西貝塚環境センターは市の南西部の市境付近にあり、新ごみ処理施

設は市の北東部の市境付近にありますので、搬入状況の傾向は似たよ

うなものになるのではないかと推測されます。このような状況も踏ま

えながら、新施設稼働後における周辺道路の状況を把握していきたい

と考えています。 

組合からの説明は以上となります。 

 

質疑応答 

 

 次に質疑応答にまいります。係員のものがマイクをお持ちしますの

で、質問があれば恐れ入りますが、挙手をお願いいたします。 

 

 ２つ目の資料の周辺道路混雑への影響回避策について、色々言われ

ておりますが、１つはこの辺りの地域は低い地域でありまして、セキ

チューからセブンイレブンにかけて、雨水が発生すると通行が大変な

状況になります。やはり、雨水対策が提示されてないのは非常に残念

に思います。ここ数年で、線状降水帯が全国各地で発生しており、そ
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の辺の具体的な対応策をしっかり明示していただきたいと思います。 

 

はい。ありがとうございます。周辺道路が雨水によって冠水したり

等、そういった事への対応策が入っていないというお話をいただきま

した。組合として実施するものについては、基本的にはごみ処理場の

枠内で対応策がないかというところで検討しているというところにな

ります。施設の隣に原市沼川が流れておりまして、雨水についてはお

そらくそこからの影響というのが非常に大きいと思います。現在、原

市沼川は、丸山駅の辺りに調節池を用意している所で、南の方から原

市沼川の河川整備をしているところです。徐々に北側の方も整備して

いく予定と担当の方から聞いておりますので、そういった対策は今後

行っていくという形になるかと思います。 

 

この地域はかなり低い地域になるので上の方から、水が流れ込んで

くる状況はこの中平塚地域、上平塚地域にもかなり発生していて、そ

ういうものも含めて、この施設を整備することによって、交通渋滞が

発生したり色々なものが発生すると思います。ここに住んでいる人

が、住みやすい状況、そういうものを考えていただきたい。この処理

施設をつくる趣旨は、資料に記載してある通りだと思いますが、周辺

地域は現況を踏まえた対策まで整理して、皆さんに暮らしやすい生活

を提供しましたとなるように是非ご対応をお願いしたいです。 

 

はい。ご意見ありがとうございます。1 つは先程説明した南側のと

ころに都市計画道路を一本つなげるという所では、道路事情も若干変

わってくると想定している所ではあります。むしろ良くなる所もある

のではないかというふうには考えている所であります。そちらも一本

道を通す事で、冠水の対策等が取れるように、そこがまた浸水して通

れないという問題になると、また大変な事になりますので、そこも含

めて、担当の部署と連携をとってやっていきたいと思います。ご意見

ありがとうございます。 

 

西貝塚と伊奈と上尾の共同施設の立地条件について、素人の考えで

すが違うと思います。どう違うかというと、西貝塚環境センターにお

いては上尾市の一番西側に位置し、川越市に向かう道路があります

が、車両がさいたま鴻巣線へ入ってしまえば、それだけの専用道路み

たいなものだと思います。一方伊奈町では、さいたま菖蒲線一本でそ

こへ来る道路は何本もない為、その道路が今、日常の通勤道路ですご

い渋滞になってしまっています。そこへ上尾市の西側の車が寄ってく

るわけです。どう考えても交通緩和は無理だと思います。それをもう

再三私は言っていますが、対策案を出すこともなかなか難しいと思い

ます。とりあえず、右折帯のないところは右折帯をつけてもらい、第

２産業道路を早期に開通する。そうしなければ、さいたま菖蒲線の交

通渋滞に関する問題がどうにもならないです。現在でも、通勤時間帯

だからと言われればそうかもしれないですけれども、何㎞の渋滞だか

皆さん知らないと思いますが、朝は５㎞～１０㎞ぐらい渋滞している



9 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

組合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住民 

 

 

 

 

組合 

 

 

 

 

 

 

かと思います。そのぐらい渋滞している道路があって、施設整備され

ることで更に車両数が増加することはとんでもない話だと思います。  

私は施設整備そのものを反対するわけではないです。ただ、さいた

ま菖蒲線の渋滞を何とか緩和して欲しい。解決策としては、第２産業

道路の開通しかないのかとは思いますが、その他も道路拡張ができる

ところがあればしてもらい、歩道等を確保してもらえばなおいいで

す。さいたま菖蒲線なんかは、自転車の通行帯がほとんどないぐらい

のところです。本当に危険な道路で、施設を作るだけでなく、それに

伴った周りの環境の整備も考えてもらいたいなと思います。要望でも

いいですけれども、よろしくお願いしたいと思います。 

 

ご意見ありがとうございます。恐らくここに来ている皆さんが思っ

ていることを代弁していただいたのではないかと感じているところで

ございます。現状で渋滞がある中で、ごみ処理施設ができたことに

よって、ごみ収集車がさらに渋滞に拍車をかけるのではないかと、そ

ういったご心配をされているかと思います。現状の対応策というとこ

ろでありますと組合の方で対応するというよりは、上尾市の道路河川

課が対応するということになると思います。先程お話させていただい

た、現在の西貝塚環境センターでの道路事情で見ますと、基本的には

通勤時間帯、朝の７時半位から８時半ぐらいまでの１時間ぐらいの間

ですと、基本的にはごみ収集車は道路には行かないはずです。そし

て、実際にごみ収集車がごみ収集を開始して、施設周辺に来る事を想

定するのは、８時４５分ぐらいからを想定しています。交通量におい

て我々の方で心配するのは１１時頃になるのかなと思います。説明し

た中では約１分間に１台位通るようなイメージになるかなというとこ

ろですので、大きく影響はしないと、我々の方では判断はしていると

ころでありますが、ただ現状の渋滞状況について解消する必要がある

というようなお話かと思います。そこはまた道路の担当と連携とっ

て、何とかできないかを探っていければなと思っておりますので、そ

の辺りは申し訳ないですが明確なお答えはできませんけれども、ご要

望というところでお受けさせていただきます。ご意見ありがとうござ

いました。 

 

施設の公害防止についてですが、法令基準よりも相当低い基準値か

と思いますが、こちらはどこかで達成した経験があるのでしょうか。

どこかのごみ処理場等でそういうデータがあり、上尾市もこれをやろ

うというデータはありますか。 

 

右側に法令等基準というのがありますけれどもこちらは国とか県で

定められた法令基準ということになります。真ん中のところの公害防

止基準、基準値、こちらがこれから我々の方でフィルター等を通し

て、排気ガスを出すというようなところで、極力厳しい値にできるよ

うにということでやっているところです。 

県内の他施設で同じような基準を使用してやっている事例もござい

ます。現状の上尾市の環境センターの方で設定している基準値も使っ
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ていますが、なるべく近隣の施設でもやっているような厳しい値を

使って、近隣の皆様に影響のない、安心感を与えられるような数値を

出したいと考えて、厳しい値というところを持ってきております。 

 

それだけお金かかるってことですよね。その予算は勿論あるという

事でしょうか。 

 

勿論です。２０年前の施設と今の施設とでは技術的な違いもありま

すので、低く抑えられるように、事業者と連携をとっていくというこ

とになるかと思います。 

 

埼玉県には海がなく、上尾運動公園のプールもなくなってしまった

ので、以前の上平公民館の説明会で複合施設を考えてくれるよう要望

しましたが、駄目でした。そして、その時、熱の利用はどうするのか

と聞いたら発電をすると、あと公園を作ると言われました。公園はこ

の辺りにいっぱいあります。できればこれから小さな子供を育てるた

めにも、そういう施設があってもいいのではないかと思います。 

 

上尾市の環境政策課でございます。前回の上平公民館でお世話なり

ました。私の方でご説明をさせていただいた部分でお聞きになって

らっしゃらない方もいるかと思いますので改めてプールや温浴施設に

ついて申し上げます。 

こちら地域振興策という名前で、建設候補地となる伊奈町柴中荻区

というところを対象に還元するというような施設で検討して参りまし

た。こちらにつきましては、地元の要望として、お風呂とかプールの

建設をして欲しいという要望もございました。それに基づいて、上尾

市、伊奈町を中心に組合も含めて検討したものです。 

理由としては２点ございます。 

１点目が維持に多額のお金がかかるという事です。上尾市は現在西

貝塚環境センターに隣接した、わくわくランドというプール、温浴施

設がございます。こちらはご存じの方がいらっしゃると思いますが、

令和６年度当初に故障いたしまして、現在莫大な予算をかけて、これ

から修理に入るという状況でございます。やはり、水を使った施設と

いうのは非常に維持費がかかります。 

２点目が、プールは間もなく水上公園の跡地にある県の施設にプー

ルが入る予定と聞いておりますし、温浴施設につきましては、近隣に

極楽湯、原市の方ですと花咲の湯等、そういった民間の非常にサービ

スが充実している施設ができているということがございます。 

この２点を大きな理由として、温浴施設とプールについては建設し

ないということで決定をして、それぞれご説明をさせていただいたと

ころでございます。 

これにつきましては、やはり、子供や孫の世代にそういった維持費

の負担をかけるわけにいかないだろうというところが非常に大きい部

分です。仰っていることは本当によくわかりますし子供の喜ぶ施設が

必要な事は十分理解しているところですけれども、ご理解いただけれ
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ばと思います。よろしくお願いします。 

 

長い目で見ていただきたかったが致し方ないと考えます。子供を集

めて人口を増加させるためにも長い目で考えた方がいいように思いま

すが、しょうがないですね。 

 

ありがとうございました。本当に貴重なご意見、重々理解している

所であります。 

 

施設等の住民に還元するような施設は作らないという事ですけど

も、防災拠点の様な考えはお持ちでしょうか。災害が発生した際、あ

る程度の人員を受け入れられるような施設を考えていますか。 

 

災害拠点というところまではいかないですが、ごみ処理場として運

営する上で人がおりますので、何かあった際には、職員や見学者が被

災するということも考えられなくはありません。したがって、一時的

に避難できるような場所という認識で考えているところはございま

す。 

ごみ処理施設は、何かあった際には災害ごみを受け入れて処理をで

きるような状況にしておかなければならないので、防災拠点までは作

れないと考えております。 

ただ、状況によって、施設に人が避難をしてきたという事であれば

大会議室等を開放する可能性はございます。一時的な避難場所という

認識で設ける予定になっております。 

 

先日行われた埼玉西部クリーンセンターの見学会にお邪魔させてい

ただきました。施設を含めて、現在の工場というのは心配するような

事は全くなく、あるとしてもヒューマンエラーくらいで、環境の面に

ついては別段心配する事ないと思います。立地条件として、先程もお

話に出ていた原市沼川に向かって、かなり落ち込んでおり、はなみず

き通り辺りから、恐らく４ｍ～５ｍ下がっているかと思います。当

然、川と同じレベルの施設はつくらないでしょうから、土盛りをする

と思います。ただ、高くなったとしても、被災した方を受け入れる施

設をつくるというのであれば心配に思いましたが、一時的という事な

ので安心いたしました。あと、都市計画道路に搬入口がありますが、

川と道路との関係から、川が氾濫すると搬入ができなくなるのではな

いかという心配がありますが、その辺はどうでしょうか。 

 

近くに川が流れておりますので、そういったご心配というのは当た

り前の事かと思います。我々の方でもそういった想定をしておりま

す。基本的には、その施設自体に水を入れないようにする事が基本に

なると思います。道路については、道路の担当課で冠水しないような

対策を考えている状況になるかと思います。このお話はご意見という

ことで受け止めさせていただきます。 
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個人的に言わせていただくと、清掃施設自体をあまりつくって欲し

くない気持ちがあります。なぜかというと自然環境が非常に良い所で

す。あと周辺農作物等は一切影響がないのかということも気になりま

す。浄水場もあり水環境に問題ないのかとも思います。あと先程言わ

れていましたけども、極楽湯、花咲の湯があるから温浴施設が不要と

いう事ではなく、ごみ処理施設が作られたのであれば、何か見返り的

なものがあってもいいかとは思います。「お金がかかるのでできませ

ん。」という理由で一蹴してしまうのはどうかとは思います。決定し

たのでしょうがない事ですが、その辺も気になるところです。あと皆

さんご存じだと思いますが、先日川口の環境センターで火災が発生い

たしました。上尾市には外国の方はどれぐらい住んでいるのかわから

ないですけども、川口市ですと約１割近く外国の方が住んでおり、ご

みの捨て方も非常にマナーがなっていない。火災の原因もご存じだと

思いますけれども、上の天窓を割って消火するという事もあったそう

です。そういった防災対策等もしっかりできているのかも気になりま

す。あと、道路環境が良くなればいいという感じに聞こえますが、今

言ったような環境対策等はしっかりとされているのか、その辺が心配

です。特に水道が気になりますが、井戸水を使用しているのでそこが

気になる所です。おそらく大丈夫だろうと思いますが、その辺が気に

なります。何度もしつこいようですが、何か見返り施設があるといい

とは思います。 

 

ご意見ありがとうございます。誰が考えても、近くにごみ処理場が

あっても嬉しいという感情にならないのが普通だと思います。それを

なるべく我々としては、そう思われないような施設にすべき所で、こ

ういった会場でご意見いただきながら、前に進めたらいいと考えてい

る所ではあります。煙、排水その辺りで、ご心配という話が最初にあ

りましたけれども、公害防止基準の自主基準値を非常に厳しい値を設

けておりますので、周りには影響がない基準値になっています。 

近くに東部浄水場がございますが、そちらの井戸に影響がないのか

ご心配されている所だと思います。かなり深い井戸である為、影響が

ない深度から水のくみ取りをしております。浄水場に関しては常に検

査をしていますので、そこで悪い値が出れば、何かしらの原因があっ

たとわかるので、調べる事に繋がるかと思います。浄水場に関して

は、調査をする事がございますので、その辺りはご心配いらないかと

思います。 

また、各自保有している井戸に関しては、先程の自主基準値の厳し

い値がありますので、農作物への影響、そういった所への影響もしな

いと考えています。自然環境については、極力現状のものが残せれば

いいと思っていますが、農作物をその場で作るというわけにはいきま

せんので、より皆さんに受け入れられるような形で施設を作っていけ

たらいいと考えています。 

 

環境政策課でございます。今地域振興策についてもご要望を頂戴し

ました。それにつきましては大変申し訳ない部分も多くございます。
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まだご説明をお聞きになってらっしゃらない方もいらっしゃるかもし

れないので、改めて申し上げます。 

先程お話出ましたが、地域振興策の中身としましては、資料３ペー

ジの部分でございますが、工場棟と駐車場や管理棟がある部分の上

に、場所でいうと東側、北側になるかと思いますが、この部分の全体

を公園としまして、遊歩道や遊具や健康器具などを整備する予定に

なっております。加えて、その敷地内に、体育室を兼ねた集会室や研

修室を作ります。周辺道路の整備ということで、近くの道路の拡幅を

行います。また、伊奈町側に信号機等の設置などを警察に要望しなが

ら、設置していくといった部分を主に地域振興策としてご説明をして

いるところでございます。やはり、温浴やプールについて先程お話い

ただきましたけど、ご希望が多いのは非常にこちらとしても理解して

いるところではございます。しかし、先程申し上げた様な事情もござ

いまして、現段階では難しいという結論に達した所でございます。 

もう１点ごみの出し方についてお話がございましたのでこの場をお

借りしてご説明をさせていただきたいのですが、令和１５年度の供用

開始に向けて、ごみの分別方法が一部変わっていく予定でございま

す。これにつきましては、また何年かした後に、改めてご説明させて

いただきますが、大きくはプラスチックごみでございます。上尾市は

プラスチックも含めビニールをすべて可燃ごみとして一緒に出してい

ただけている状況でございます。 

しかし、令和４年に国の方でプラスチック循環資源促進法という法

律が新たにできました。これに伴い、上尾市だけでなく、すべての市

町村がプラスチックを再資源化しなくてはいけない状況になっており

ます。従いまして、上尾市につきましては、今回ご説明をしている新

たなごみ広域処理施設の開設に合わせてプラスチックの分別を進めて

いきたいと思っています。併せて、びんなども一部変わる予定ではあ

りますが、進めていく予定でございます。こちらにつきましては、令

和７年度いっぱいまでに審議会を開いて、どのように分別していくか

検討を行っています。それが進みましたら、大体４年から５年ぐらい

の時間をかけて、公民館等にお邪魔をさせていただき、先程お話しが

出ました、外国人の方も含めて、しっかりと分別の徹底を市民の皆様

にお願いをしていきます。令和１２年、１３年頃にお試し期間を設け

て、皆様にご協力をお願いし、実際の稼働の際には、上尾市として

は、プラスチックを分別する状況が浸透している予定です。かなり年

数をかけますが、皆様にお願いをしていきますので、その関連で外国

籍の方も上尾市、特に平塚地区でも増加している印象もございますの

で、しっかりとご説明をしていきたいと考えておりますので、皆様の

ご協力よろしくお願いいたします。 

 

リチウムイオンの発火が火災の原因という事に恐らくなってくるか

と思いますが、一番良いのは分別の際に、リチウムイオンは、充電式

小型家電の方に分別していただければ、火災の心配もなくなるわけで

すけれども、やむを得ず入ってきて発火してしまった場合に、早期に

消火ができることが一番の対応策ということになるので、火が小さい
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うちに消火できよう AI 等を使った技術の検討もしているところで

す。そういった技術的な進歩によって、変わってくる可能性があると

いうところになるかと思います。 

 

公園を作る時に公園用の入口を設けますか。A～B、C の所から全部

入っていくのでしょうか。 

敷地裏の方の町道から入ることも考えられるのでしょうか。 

 

B の辺りが恐らく駐車場になりますので、そこを入口としていま

す。ただ、詳細がまだ決定しておりませんので、実際のごみ収集車等

とは分けた状態で入っていただけるような作りになると思います。も

ちろん危険防止策は最大限とりながら、小さいお子さんにも楽しんで

いただけるような施設にして参ります。 

町道につきましては、町との兼ね合いがございますので、設計上こ

れから検討して参ります。 

 

最初の質問と重なる部分がありますが、施設配置計画案の中で、搬

入路をそれぞれ１５０ｍ以上確保すると表現されていますが、現在の

西貝塚環境センター側の県道から環境センターへ入るのに、同じ様な

搬入路があり、収集車等がその搬入路に入ってしまえば、周辺への混

雑は緩和できると思います。そういった意味から考えて、この搬入路

をそれぞれ１５０ｍ以上確保するというのは、それらのデータ的な根

拠等があるのでしょうか。やはり周辺の渋滞を少しでも緩和するため

には、その施設の場内に収集車等が入ってしまえば、一般道路への渋

滞は、避けられるかと思いますが、その辺の根拠的なものがあるので

しょうか。 

 

信号から西貝塚環境センターに入っていく途中の搬入路に関しては

２５０ｍ位あるというところです。現在１５０ｍと言いましたけれど

も、実際には２列作りますので、３００ｍあるという形になります。  

現状で西貝塚の方で搬入路がいっぱいになったという話は聞いてお

りませんので、その辺りは問題ないと考えております。ただ集中する

ような時期に関しては、また別の方法で西貝塚環境センターについて

も、その搬入路だけでなく、中の施設もうまく使いながら県道の方に

出ていかないような方法をとっているようですので、そういった形の

ものは今後の運用で考えていく部分もおそらく出てくると思います。  

極力、交通渋滞に影響しないような対応を今後とっていくというよ

うな事は考えております。 

 

５．都市計画道路上尾伊奈線について 

  

上尾市より、上尾伊奈ごみ広域処理施設整備と関連する、都市計画

道路上尾伊奈線に関するご報告させていただきます。 

本日報告する内容については 2点でございます。 

都市計画課から都市計画の変更についてと、道路河川課から今後の
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事業スケジュールについて、ご説明をさせていただきます。 

一つ目、都市計画の変更についてでございます。 

都市計画道路上尾伊奈線の計画概要でございます。 

名称は ３・４・５７ 上尾伊奈線 

右の図でお示ししておりますが、上尾市、伊奈町にまたがる都市計

画道路でございます。 

当初の告示日ですが、平成 9年 8月 1日、当時は埼玉県が決定した

都市計画道路でございます。 

延長は上尾市、伊奈町合わせて約 1750ｍ、そのうち上尾市部分に

つきましては、約７００ｍでございます。 

代表幅員は１８ｍの都市計画道路でございます。 

続いて上尾伊奈線の特性と現状でございます。 

上尾伊奈線は都市間を結ぶ広域ネットワークを形成するものでござ

いまして、市街化区域と市街化調整区域が混在している路線でござい

ます。 

沿道には上尾伊奈ごみ広域処理施設の計画がされており、それに接

するように路線が配置されております。計画区間の大部分が未整備と

いう状況でございます。 

赤の線で記載のある約１．５ｋｍが今だ未整備区間となっている状

況でございますので、そのことから、ごみ処理施設の稼働開始に向け

て、上尾伊奈線の確実な実施が求められている状況でございます。 

続いて、上尾伊奈線の変更の概要でございます。 

代表幅員を一部１８ｍから１４ｍへ変更いたします。変更する箇所

につきましては、市街化調整区域の区間のみを１４ｍに変更するもの

でございます。後ほど平面図等で詳細をお示しいたします。 

延長につきましては、上尾伊奈線全体の延長である１７５０ｍから

上尾市部分の延長である７００ｍへ変更となります。こちらにつきま

しては、上尾市と伊奈町で各々別途都市計画決定する関係から変更す

るものでございます。両市町で決定した後の全体の延長が変わるもの

ではございません。 

決定告示については、埼玉県から上尾市と伊奈町両市町で都市計画

決定し、告示を行います。 

続いて、計画の平面図でございます。 

大きく変更となる箇所につきましては、青い実線が引かれている市

街化調整区域の区間の幅員を１８ｍから１４ｍへ変更するものでござ

います。市街化区域内の赤の実践が引かれている箇所については、当

初計画の１８ｍのまま変更はございません。県道さいたま菖蒲線（東

部浄水場がある場所）から伊奈町側の幅員を１８ｍから１４ｍへ変更

するものでございます。 

続いて今回変更する箇所の標準断面図でございます。 

こちらは市街化調整区域箇所の幅員を１８ｍから１４ｍへとする断

面図でございます。 

変更の内容につきましては、車道部分の変更はなく、歩道部分の幅

員を４．５ｍから２．５ｍに変更し、両側２ｍずつ、合わせて４メー

トル縮小するという内容でございます。 
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歩道部分の幅員が２ｍずつ縮小するというものでございます。 

続いて都市計画変更までの流れでございます。 

現在関係機関である警察や、埼玉県との協議を行っているところで

ございます。正式な回答はいただいておりませんが、概ね了承を得て

いるという状況でございます。 

それが整いましたら、都市計画変更を行うための法定手続きに入り

ます。 

初めに、今回都市計画変更する内容について、市内在住の皆様に向

けた説明会を開催します。その後都市計画案の縦覧を行い、都市計画

審議会で答申を受け、都市計画変更の決定告示という流れとなりま

す。 

現在今年の 10 月頃の告示を目指し、伊奈町と調整を図っていると

いう状況でございます。 

ここまでが都市計画変更に関するご報告でございます。 

続いて、今後の事業スケジュールについて担当課よりご説明いたし

ます。 

 

続いて、今後の事業スケジュールについて上尾市道路河川課からご

説明いたします。 

資料の 10 ページ目をご覧ください。道路工事の開始までの流れに

つきまして、ご説明いたします。工事開始までの流れにつきまして

は、大きく分けて三つのステップになります。 

第 1 ステップとして、測量調査、概略設計等を行い、都市計画法の

事業認可を取得します。 

第 2 ステップとして、用地交渉、買収補償と並行して、道路の詳細

設計を行います。 

第 3ステップとして、道路工事を実施します。 

測量や物件調査等の詳細の内容につきましては、今後、土地をお持

ちの方など関係される方へ説明の場を設けたいと考えております。 

以上となります。 

 

質疑応答 

 

先ほどの質問と重なる箇所があるかと思いますが、都市計画道路の

予定地が低い土地で、今現在もスコール的な雨が降ると水が溜まり、

海のようになります。 

上尾伊奈ごみ広域処理施設では貯水池を作る様ですが、貯水地がそ

の様なスコール的な雨をすべて吸収できるのでしょうか。 

今現在もあの辺は水が溜まり、上尾警察署から伊奈町へ向かう道路

についても冠水する時があります。 

大雨による影響を考慮して都市計画道路を作ると、今度は道路が高

い位置に設けられるかと思います。そうすると、周辺の農地が使いに

くくなる懸念があります。 

ただ道路を作れば良いという考えではなく、それによって周辺がど

の様に影響するのかという所も考えてもらえたらと思います。 
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今後道路の詳細な設計を行う上で、いただいたご意見も踏まえなが

ら進めてまいりたいと思います。 

貴重なご意見ありがとうございました。 

 

伊奈町の市街化区域部分ですでに整備済み箇所については、幅員は

何メートルあるのでしょうか。 

 

整備済みの部分に関して、詳細は分かりかねるため、本日の議事録

において補足説明をさせていただきます。 

【会議後追記】上尾伊奈線の伊奈町整備済み箇所幅員は１６ｍ 

 

市街化調整区域部分について、幅員を１８ｍから１４ｍにするとの

ことですが、ごみ処理施設が建設され、かつ第二産業道路が今後接続

することを踏まえると、交通量が増加することが考えられます。わざ

わざ幅員を狭める必要はあるのでしょうか。 

 

今回の変更に関しては、歩道部分のみを 4.5ｍの幅員から 2ｍへ縮

小するものであり、車道の幅員は当初の幅員のまま変更は行いませ

ん。このことから、交通量の増加に関する影響はないものと考えてい

ます。 

 

第二産業道路が市役所通りまで開通しましたが、それ以降市役所通

り（県道上尾蓮田線）が渋滞しています。第二産業道路が延伸したら

計画されている上尾伊奈線も同様な状態になるのではないかと想定さ

れ、地域の人にとって安心安全な環境確保が出来ないではないかと思

います。 

県道さいたま菖蒲線は日中でも渋滞しており、現状を見た上で道路

の整備をしていただきたいです。例えば右折帯がなかったり、抜け道

に車がスピードを出して入ってきたりしている状況もありますので、

ここに住んでる人が安心安全に暮らせる施設を作らなければ危険では

ないかと思います。 

もう一つは原市沼川の関係です。昔は田んぼが水を吸い込んでいま

したが状況が変わってきており、河川も大変厳しい状況になっている

と思います。 

施設を作って、周辺地域に住んでる人に迷惑を掛けるということが

ないような対応策を取って欲しいです。 

 

県道さいたま菖蒲線の渋滞は、当然市でも把握してところでござい

ます。埼玉県に対し交差点の整備等の要望をしております。さらに

今、第二産業道路の話もありましたけれども、この県道さいたま菖蒲

線とほぼ並行して第二産業道路が計画されており、事業に着手したと

のことです。 

第二産業道路が開通すれば交通量が分散され、県道さいたま菖蒲線

についても交通量が減る事が想定されますので、渋滞が解消していく
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のではないかと考えております。引き続き埼玉県に対し、第二産業道

路の早期整備を要望してまいります。 

続いて原市沼川の件ですが、埼玉県が調節地の事業を進めていると

のことです。河川整備は下流から行う必要があるので、埼玉県に早期

に調節地の事業を進めてもらい、その後市による河川整備を進めてい

きたいと考えております。 

 

第二産業道路と上尾伊奈ごみ広域処理施設へ向かう道が接続するの

は、平塚団地の先の交差点（平塚団地入口交差点）だと思います。そ

この交差点は現状大渋滞となっています。例えば上尾駅西口の方から

向かっても、東消防署あたりから車が詰まっています。平塚団地入口

交差点は右折帯がなく、交差点としては機能を発揮してないような状

況です。 

第二産業道路が延伸すれば、上尾伊奈ごみ広域処理施設へ向かう道

が、今の市役所通り（県道上尾蓮田線）の様な渋滞となるのではない

でしょうか。そのような状況となるのは問題があると思います。それ

を含めて、小学校中学校もありますし、安心して道路を使えるような

状況を示していただきたいです。 

 

今回貴重なご意見をいただきましたので、埼玉県と一緒に考えてい

きたいと思います。 

 

平塚団地入口交差点は、右折車がいると渋滞してしまいます。右折

帯を作れば解消されると思いますが、どのように考えますか。 

 

第二産業道路が整備された段階で影響が生じる部分もありますの

で、第二産業道路の整備が進んだ段階で、埼玉県とともに検討してま

いりたいと考えております。 

 

今渋滞しているのです。右折帯を作れば解決すると思います。上尾

市として、右折帯を設置することは出来るのではないでしょうか。 

 

第二産業道路との交差点接続の関係もあるので、上尾市道だけ先行

して整備するのは難しいのではないかと考えております。 

 

右折車が 1 台あるだけで、信号待ちの車が繋がってしまいます。右

折待ちの車が右折したと思ったら、信号がすぐ赤になってしまい車が

進まない状況ですから、少し考えても良いのではないでしょうか。 

 

ご意見として承りたいと思います。 

 

上平公民館での説明の際にも話したのかもしれませんが、環境アセ

スの段階で、周辺道路の交通量について、はなみずき通りと県道さい

たま菖蒲線の交差点の調査を行っているのでしょうか。 
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上尾市 

資料はないのですが、今調査を行っている最中です。 

東部浄水場の周辺は調査を行っております。交通量調査と、それ以

外の振動等の調査も行っているところです。 

 

その調査を踏まえて、搬入時間帯の台数をリンクさせることによっ

て、この交差点の通行量や渋滞するかの判断は上尾市でも出来るので

はないでしょうか。 

交差点の設計にあたって、４車線作り右折直進左折を分けるくらい

でないと渋滞が起きるのではないかとの懸念があります。このため、

あらゆるデータを検討して欲しいという要望です。 

 

要望は受付させていただきます。 

環境影響評価については組合の方で行っている事業になります。数

値が出たら、上尾市と連携を取り、現状の渋滞状況を基に今後の車線

について相談をしていきたいと思います。 

ご意見ありがとうございました。 

 

前回の上平公民館での説明会以降、セキチュー上尾店の裏に生鮮市

場 TOP ができ道路状況が変わってきました。 

東部浄水場前交差点は右折帯がありますが、かなりの渋滞になって

いるのが現状です。 

上尾伊奈ごみ広域処理施設の出口がセキチュー附近に面しているの

で、一般車の流れに影響を与える気がしています。 

県道さいたま菖蒲線の幅員は狭く右折帯もないことから、交通への

影響は大変厳しいものになると思われます。自転車がいると車が追い

抜けず、渋滞の原因となっています。歩道がありませんし、雨水が溜

まる箇所もあります。 

新しい道路を作るから問題が解消されるという事ではなく、第二産

業道路や県道さいたま菖蒲線、周辺商業施設との関係とリンクをし

て、周辺で交通事故が起きないような形をとって欲しいです。 

上尾市が埼玉県に対し適切な意見を伝えるといった事をお願いした

いと思います。 

 

ご意見として承りたいと思います。 

 

 

６．閉会 

 

 


